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(百万円未満切捨て)
１．2026年９月期の連結業績（2025年10月１日～2026年９月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 3,593 4.2 464 △16.1 489 △13.6 375 △10.9
2025年９月期 3,448 8.9 554 50.5 566 47.8 420 38.2

(注) 包括利益 2026年９月期 398百万円( △8.0％) 2025年９月期 433百万円( 46.7％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年９月期 71.75 ─ 9.0 9.2 12.9

2025年９月期 80.51 ― 10.8 10.1 16.1

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し
ておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 4,788 4,292 88.8 813.73

2025年９月期 5,839 4,098 69.3 774.55
(参考) 自己資本 2026年９月期 4,253百万円 2025年９月期 4,047百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年９月期 253 △126 △1,198 3,183
2025年９月期 849 △135 △104 4,243

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年９月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00 130 31.1 3.2
2026年９月期 ─ 13.00 ─ 14.00 27.00 141 37.6 3.3
2027年９月期(予想) ─ 13.00 ─ 14.00 27.00 30.3

３．2027年９月期の連結業績予想（2026年10月１日～2027年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 4,130 14.9 600 29.0 612 25.0 465 24.0 88.97



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年９月期 5,578,150株 2025年９月期 5,578,150株

② 期末自己株式数 2026年９月期 350,777株 2025年９月期 352,077株

③ 期中平均株式数 2026年９月期 5,226,422株 2025年９月期 5,225,496株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年９月期の個別業績（2025年10月１日～2026年９月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 2,962 2.5 388 △14.6 413 △11.4 322 △8.3

2025年９月期 2,890 7.4 454 24.3 467 24.2 351 16.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年９月期 61.70 ─

2025年９月期 67.31 ―

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載
しておりません。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 4,575 4,102 89.7 784.76

2025年９月期 5,667 3,984 70.2 760.99

(参考) 自己資本 2026年９月期 4,102百万円 2025年９月期 3,977百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の要因に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、中東情勢の影響もあって一部に弱めの動きもみられるが、輸出はグロー

バルなAI関連需要の堅調な増加を背景に緩やかに増加しており、企業収益は高水準で推移し、業況感も一段と良好

な水準となっており、景気は緩やかに回復しております。

当社グループを取り巻く事業環境については、AI活用が進展し、単なる業務効率化ツールから、自律的に業務を

遂行するAIエージェントやフィジカルAIの実装フェーズへと急速にシフトしております。また、モビリティ業界に

おいては、車の機能や価値をソフトウェアのアップデートで高めるSDV（Software Defined Vehicle）の開発が引き

続き注目を集めており、ゲーム業界でミドルウェアを開発し培ってきた当社の技術と知見が、モビリティ業界で活

用できる環境やタイミングが整いつつあります。

これらの状況下、当社グループは、「ＣＲＩグループ中期経営計画（2026-2030）」で掲げた目標を見据えつつ、

今後成長が見込める事業、市場を見据えた研究開発体制を整備するとともに、新製品の創出や海外展開の推進など

事業基盤の拡大、グループシナジーの創出、経営や開発における全社的なAI活用等に注力いたしました。

当連結会計年度の業績は、売上高3,593,122千円（前期比4.2％増）、営業利益464,965千円（前期比16.1％減）、

経常利益489,419千円（前期比13.6％減）、親会社株主に帰属する当期純利益375,031千円（前期比10.9％減）とな

りました。

セグメント毎の経営成績は、次のとおりであります。

① ゲーム事業

当社製ミドルウェア「CRIWARE（シーアールアイウェア）」等の国内許諾売上は、家庭用ゲーム機向けが好調に

推移したことに加え、複数の一括許諾契約を獲得したことにより、増加いたしました。海外向けは、中華圏が増

加したものの、欧米圏の新規顧客開拓の遅れによる減少を補いきれず、微減となりました。株式会社ツーファイ

ブが行う音響制作の売上は、中国からの大型の音声収録案件が引き続き好調に推移し、増加いたしました。なお、

オンラインコミュニケーションミドルウェア「CRI TeleXus」への研究開発投資は当セグメントにおいて継続して

行っております。当セグメントの売上高は1,932,808千円（前期比7.0％増）、セグメント利益は218,644千円（前

期比17.4％増）となりました。

② エンタープライズ事業

モビリティ分野の売上は、二輪市場における車載メーターグラフィックソリューション「CRI Glassco」の採用

拡大により、増加いたしました。組込み分野の売上は、前年のカラオケの新機種発売に伴う特需剥落に加え、受

託案件の獲得も想定を下回り、減少いたしました。クラウドソリューション分野の売上は、新製品開発の遅れに

加え、新たな受託案件の獲得が進まず、減少いたしました。当セグメントの売上高は1,660,314千円（前期比1.1

％増）、セグメント利益は246,321千円（前期比33.1％減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

① 資産の部

当連結会計年度の資産の部は、前連結会計年度末に比べて1,051,300千円減少し、4,788,534千円となりまし

た。これは主に、「投資有価証券」の増加（前連結会計年度末に比べて100,137千円の増加）及び「売掛金及び契

約資産」の増加（前連結会計年度末に比べて20,318千円の増加）があった一方、「現金及び預金」の減少（前連

結会計年度末に比べて1,060,251千円の減少）及び「ソフトウェア」の減少（前連結会計年度末に比べて60,612千

円の減少）によるものであります。

② 負債の部

当連結会計年度の負債の部は、前連結会計年度末に比べて1,245,558千円減少し、496,226千円となりました。

これは主に、「１年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債」の減少（前連結会計年度末に比べて1,000,000千

円の減少）、「未払法人税等」の減少（前連結会計年度末に比べて91,153千円の減少）、「その他流動負債」の

減少（前連結会計年度末に比べて72,753千円の減少）及び「賞与引当金」の減少（前連結会計年度末に比べて

43,330千円の減少）並びに「長期未払金」の減少（前連結会計年度末に比べて33,418千円の減少）によるもので

あります。
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③ 純資産の部

当連結会計年度の純資産の部は、前連結会計年度末に比べて194,257千円増加し、4,292,307千円となりまし

た。これは主に、「親会社株主に帰属する当期純利益」の計上による「利益剰余金」の増加（前連結会計年度末

に比べて176,440千円の増加）及び「為替換算調整勘定」の増加（前連結会計年度末に比べて28,002千円の増加）

によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ1,060,245千円減少し、

3,183,116千円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は以下の通りです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において営業活動により獲得した資金は253,610千円（前連結会計年度は849,681千円の獲得）

となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益の計上489,419千円及び減価償却費の計上93,963千円の資金

の増加要因があった一方、売上債権の増加額68,236千円、賞与引当金の減少額43,330千円、未払消費税等の減少

額32,320千円、長期未払金の減少額33,418千円及び法人税等の支払額172,403千円の資金の減少要因があったこと

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において投資活動により使用した資金は126,062千円（前連結会計年度は135,079千円の支出）

となりました。これは主に、投資有価証券の取得による支出100,000千円及び有形固定資産の取得による支出

22,944千円の資金の減少要因があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において財務活動により支出した資金は1,198,590千円（前連結会計年度は104,503千円の支

出）となりました。これは主に、転換社債型新株予約権付社債の償還による支出1,000,000千円及び配当金の支払

いによる支出198,590千円の資金の減少要因があったことによるものであります。

2024年９月期 2025年９月期 2026年９月期

自己資本比率(％) 69.6 69.3 88.8

時価ベースの
自己資本比率(％)

77.3 135.3 139.9

キャッシュ・フロー対
有利子負債比率(％)

― ― ―

インタレスト・
カバレッジ・レシオ(倍)

― ― ―

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利払い

(注) １．いずれも連結ベースの財務数値を用いて計算しております。

２．キャッシュ・フロー対有利子負債比率については、上記いずれの期においても期末の有利子負債残高が存在

しないため、記載しておりません。

３．インタレスト・カバレッジ・レシオについては、上記いずれの期においても有利子負債が存在せず利払いが

ないため、記載しておりません。
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（４）今後の見通し

今後のわが国経済は、中東情勢の影響を受けた春先以降のエネルギー・原材料価格の上昇が、交易条件の悪化な

どを通じて企業収益や家計の実質所得に対する下押し要因となるものの、グローバルなAI関連需要の増加や雇用・

所得環境の改善に加えて、政府による各種施策（エネルギー負担緩和策等）や緩和的な金融環境などが経済を下支

えすると考えられており、伸び率を縮小しつつも、緩やかな成長を続けるとみられております。

このような状況におきまして、当社グループは、引き続き、今後成長が見込める事業、市場を見据えた研究開発

体制を整備するとともに、事業基盤の拡大、グループシナジーの創出に注力いたします。

次期は、モビリティを中心とした成長分野への継続投資に加え、次世代の新製品への積極的な技術開発投資を行

ってまいります。

当社グループの次期の連結業績の見通しにつきましては、以下のとおりです。

通期 （前期比）

売上高 4,130百万円 14.9％増

営業利益 600百万円 29.0％増

経常利益 612百万円 25.0％増

親会社株主に帰属する当期純利益 465百万円 24.0％増

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を考慮し、当面においては日本基準で連結財務諸表を作成する方

針であります。なお、今後のＩＦＲＳ(国際財務報告基準)の採用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切

に対応していく方針であります。



株式会社ＣＲＩ・ミドルウェア(3698)
2026年９月期 決算短信

5

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当連結会計年度
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,242,352 3,182,101

売掛金及び契約資産 616,343 636,661

商品 3,955 ─

仕掛品 18,702 16,881

その他 78,310 74,238

貸倒引当金 △2,375 △5,190

流動資産合計 4,957,289 3,904,693

固定資産

有形固定資産

建物 139,782 139,782

減価償却累計額 △31,855 △41,226

建物（純額） 107,926 98,555

工具、器具及び備品 122,929 140,777

減価償却累計額 △88,569 △104,189

工具、器具及び備品（純額） 34,359 36,588

有形固定資産合計 142,286 135,143

無形固定資産

ソフトウエア 276,033 215,420

無形固定資産合計 276,033 215,420

投資その他の資産

投資有価証券 239,212 339,349

繰延税金資産 80,880 58,394

その他 144,131 135,531

投資その他の資産合計 464,224 533,276

固定資産合計 882,544 883,840

資産合計 5,839,834 4,788,534
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当連結会計年度
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 43,517 29,018

１年内償還予定の
転換社債型新株予約権付社債

1,000,000 ─

賞与引当金 43,330 ─

未払法人税等 106,648 15,495

株式報酬引当金 ─ 9,597

その他 376,063 303,309

流動負債合計 1,569,560 357,420

固定負債

長期未払金 172,224 138,805

固定負債合計 172,224 138,805

負債合計 1,741,784 496,226

純資産の部

株主資本

資本金 784,904 784,904

資本剰余金 825,082 825,028

利益剰余金 2,808,684 2,985,125

自己株式 △381,809 △380,399

株主資本合計 4,036,862 4,214,658

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 11,029 39,031

その他の包括利益累計額合計 11,029 39,031

新株予約権 7,347 ─

非支配株主持分 42,810 38,616

純資産合計 4,098,049 4,292,307

負債純資産合計 5,839,834 4,788,534
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

売上高 3,448,587 3,593,122

売上原価 1,375,019 1,356,277

売上総利益 2,073,567 2,236,844

販売費及び一般管理費 1,519,186 1,771,879

営業利益 554,381 464,965

営業外収益

受取利息 2,787 7,990

受取配当金 9,798 4,518

新株予約権戻入益 ― 7,347

為替差益 ― 3,151

その他 4,667 4,801

営業外収益合計 17,253 27,808

営業外費用

為替差損 4,647 ─

商品廃棄損 ― 3,352

その他 212 3

営業外費用合計 4,860 3,355

経常利益 566,774 489,419

税金等調整前当期純利益 566,774 489,419

法人税、住民税及び事業税 144,390 83,711

法人税等調整額 △6,931 22,486

法人税等合計 137,459 106,197

当期純利益 429,315 383,221

非支配株主に帰属する当期純利益 8,604 8,189

親会社株主に帰属する当期純利益 420,710 375,031
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

当期純利益 429,315 383,221

その他の包括利益

為替換算調整勘定 4,305 15,562

その他の包括利益合計 4,305 15,562

包括利益 433,621 398,783

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 419,477 403,033

非支配株主に係る包括利益 14,143 △4,250
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 784,904 825,083 2,492,477 △382,784 3,719,680

当期変動額

剰余金の配当 ― ― △104,503 ― △104,503

親会社株主に帰属する

当期純利益
― ― 420,710 ― 420,710

自己株式の処分 ― △0 ― 975 974

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
― ― ― ― ―

当期変動額合計 ― △0 316,207 975 317,181

当期末残高 784,904 825,082 2,808,684 △381,809 4,036,862

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 12,262 12,262 7,453 28,666 3,768,063

当期変動額

剰余金の配当 ― ― ― ― △104,503

親会社株主に帰属する

当期純利益
― ― ― ― 420,710

自己株式の処分 ― ― ― ― 974

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△1,233 △1,233 △106 14,143 12,804

当期変動額合計 △1,233 △1,233 △106 14,143 329,985

当期末残高 11,029 11,029 7,347 42,810 4,098,049
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当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 784,904 825,082 2,808,684 △381,809 4,036,862

当期変動額

剰余金の配当 ─ ─ △198,590 ─ △198,590

親会社株主に帰属する

当期純利益
─ ─ 375,031 ─ 375,031

自己株式の処分 ─ △53 ─ 1,409 1,355

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
─ ─ ─ ─ ─

当期変動額合計 ─ △53 176,440 1,409 177,796

当期末残高 784,904 825,028 2,985,125 △380,399 4,214,658

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 11,029 11,029 7,347 42,810 4,098,049

当期変動額

剰余金の配当 ─ ─ ─ ─ △198,590

親会社株主に帰属する

当期純利益
─ ─ ─ ─ 375,031

自己株式の処分 ─ ─ ─ ─ 1,355

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
28,002 28,002 △7,347 △4,193 16,461

当期変動額合計 28,002 28,002 △7,347 △4,193 194,257

当期末残高 39,031 39,031 ─ 38,616 4,292,307
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 566,774 489,419

減価償却費 128,275 93,963

のれん償却額 554 ─

貸倒引当金の増減額（△は減少） ― 2,686

賞与引当金の増減額（△は減少） 43,330 △43,330

株式報酬引当金の増減額（△は減少） ― 9,597

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △143,416 ─

受取利息及び受取配当金 △12,586 △12,508

為替差損益（△は益） 409 △379

新株予約権戻入益 ─ △7,347

売上債権の増減額（△は増加） 260,084 △68,236

棚卸資産の増減額（△は増加） △41 5,776

その他の流動資産の増減額（△は増加） △8,684 5,398

仕入債務の増減額（△は減少） △30,299 △14,498

未払消費税等の増減額（△は減少） 14,682 △32,320

未払費用の増減額（△は減少） 11,565 13,237

未払金の増減額（△は減少） 9,091 △63

その他の流動負債の増減額（△は減少） △3,604 △4,127

長期未払金の増減額（△は減少） 114,525 △33,418

その他 7,213 11,037

小計 957,873 414,884

利息及び配当金の受取額 11,957 11,129

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △120,149 △172,403

営業活動によるキャッシュ・フロー 849,681 253,610

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △100,000 △100,000

有形固定資産の取得による支出 △18,270 △22,944

無形固定資産の取得による支出 △2,094 △3,189

敷金及び保証金の差入による支出 △14,785 ─

その他 71 71

投資活動によるキャッシュ・フロー △135,079 △126,062

財務活動によるキャッシュ・フロー

転換社債型新株予約権付社債の償還による支出 ─ △1,000,000

配当金の支払額 △104,503 △198,590

財務活動によるキャッシュ・フロー △104,503 △1,198,590

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,763 10,796

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 613,862 △1,060,245

現金及び現金同等物の期首残高 3,629,500 4,243,362

現金及び現金同等物の期末残高 4,243,362 3,183,116
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ３社（前連結会計年度 ３社）

主要な連結子会社の名称

株式会社ツーファイブ

上海希艾維信息科技有限公司

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日が連結決算日と異なる会社は次のとおりであります。

会社名 決算日

上海希艾維信息科技有限公司 12月31日

連結財務諸表の作成にあたっては、次のとおりであります。

上海希艾維信息科技有限公司については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用しておりま

す。

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

イ．満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)を採用しております。

ロ．その他有価証券

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法を採用しております。

② 棚卸資産

商品、仕掛品

個別法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)を採用しております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産

当社及び国内の連結子会社は、定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属

設備及び構築物については定額法を採用しております。また、在外子会社は定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物……………………８年～18年

工具、器具及び備品…４年～15年

② 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、市場販売目的のソフトウエアについては見込販売収益に基づく償却額と見込販売可能期間（３～５年）

に基づく均等配分額とを比較し、いずれか大きい額を計上する方法を採用しております。また、自社利用のソフ

トウエアについては社内における利用可能期間（３～５年）に基づいております。
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(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当連結会計年度に負担すべき額を計上しております。

③ 株式報酬引当金

当社取締役及び執行役員への株式報酬制度における報酬支払いに備えるため、当連結会計年度末における支給

見込額に基づき計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

当社は、確定拠出年金制度を採用しており、確定拠出年金制度の退職給付に係る費用は、拠出時に費用として認

識しております。また、国内の連結子会社は、確定拠出型の制度として中小企業退職金共済制度を採用しておりま

す。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履

行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

① ライセンスの供与

当社グループでは、主に音声・映像分野に特化したミドルウェア/ツール等のソフトウエアについて許諾販売

を行っております。顧客に提供したソフトウエアのライセンスが、ライセンス供与期間にわたり知的財産へア

クセスする権利である場合は、契約期間にわたり収益を認識し、ライセンスが供与される時点の知的財産を使

用する権利である場合は、一時点で収益を認識しております。

また、売上高に基づくロイヤリティに係る収益は契約相手先の売上等を算定基礎として測定し、その発生時

点を考慮して履行義務の充足を判断し、顧客からの売上報告書の受領時点で収益を認識しております。

② 受注制作のソフトウエア

当社グループでは、ゲーム事業における音響制作及びエンタープライズ事業における受注制作のソフトウエ

ア開発を行っております。これらソフトウエアの受注制作については、契約に基づく開発作業を進めるにつれ

顧客に対する履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しておりま

す。履行義務の充足に係る進捗度の見積り方法は、プロジェクトの総見積原価に対する連結会計年度末までの

発生原価の割合（原価比例法）によって算定しております。なお、進捗度を合理的に見積もることができない

が、当該履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれるものについては、原価回収基準に

より収益を認識しております。また、契約における開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点ま

での期間がごく短い案件については、顧客による検収時点で収益を認識しております。

(6) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平

均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

(7) のれんの償却方法及び償却期間

５年間の定額法により償却しております。

(8) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

１.配当に関する事項

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月７日
取締役会

普通株式 104,503 20 2024年９月30日 2024年12月５日 利益剰余金

２.株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

１.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月６日
取締役会

普通株式 130,651 25 2025年９月30日 2025年12月４日 利益剰余金

2026年５月14日
取締役会

普通株式 67,938 13 2026年３月31日 2026年６月４日 利益剰余金

２.株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループのセグメントは、顧客・マーケットを総合的に勘案し区分しており、「ゲーム事業」と「エンタープ

ライズ事業」の２つを報告セグメントとしております。

「ゲーム事業」は、主にゲーム業界向けにゲーム開発をスムーズかつ効率的に行うための音声・映像関連ミドルウ

ェアの提供や、画像最適化ソリューションの提供、音響制作等を行っており、「エンタープライズ事業」は、ゲーム

事業で培った音声・映像関連の技術を活かし、主にゲーム業界以外の業界向けに、音声・映像関連ミドルウェアやソ

リューションの提供、関連する受託開発等を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

資産及び負債等に関する情報は経営資源配分及び業績評価の中心となる情報として取り扱っていないため、開示を

省略しております。なお、償却資産の減価償却費は事業セグメントに配分しております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
連結損益計算書

計上額ゲーム事業
エンター

プライズ事業
計

売上高

外部顧客への売上高 1,807,021 1,641,565 3,448,587 3,448,587

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 1,807,021 1,641,565 3,448,587 3,448,587

セグメント利益 186,207 368,173 554,381 554,381

その他の項目

減価償却費 51,447 76,828 128,275 128,275

のれんの償却額 554 ― 554 554

(注) セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と一致しております。

当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
連結損益計算書

計上額ゲーム事業
エンター

プライズ事業
計

売上高

外部顧客への売上高 1,932,808 1,660,314 3,593,122 3,593,122

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─

計 1,932,808 1,660,314 3,593,122 3,593,122

セグメント利益 218,644 246,321 464,965 464,965

その他の項目

減価償却費 22,304 71,658 93,963 93,963

のれんの償却額 ─ ─ ─ ─

(注) セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり純資産額 774.55円 813.73円

１株当たり当期純利益 80.51円 71.75円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 ―円 ─円

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

(1) １株当たり当期純利益 80円51銭 71円75銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 420,710 375,031

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益

420,710 375,031

普通株式の期中平均株式数(株) 5,225,496 5,226,422

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当
期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会
計年度末から重要な変動があったものの概要

― ─

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


